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画像解析による岩石コアの定方位化手法

客観的かつ自動で岩石コアの定方位化が可能

地下資源の開発において、坑井から採取した円柱状の岩石サンプル
（岩石コア）の解析が行われている。岩石コアを解析することで、地下に
存在する物質を推定したり、地層の物性を低コストかつ簡便に測定したりす
ることができる。さらに、岩石コアの地中での方位が分かると、地殻応力の方
向、地下の異方透水性及び地下断層の向き等の地層構造に関する情
報を推定することができると期待される。
従来、検層により撮影した坑壁画像をトレースし、岩石コア表面と一致さ
せて岩石コアの定方位化を行う手法がある。この手法では、膨大な時間が
掛かること、また目視によって方位を定めるため主観的な判断となってしまう
ことが課題であった。
本発明は、画像解析による岩石コアの定方位化に関する手法であり、
従来法より短時間で、かつ客観的に定方位化を行うことが可能となった。

概要

岩石コアの定方位化は、次の解析を可能にする重要な要素です。
 地殻応力の方向
 異方透水性の方向
 断層の方向
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坑壁画像とコア展開画像の特徴量を抽出し、位置合わせを行った
⇒ 結果：方位のずれ12,3°(ピンク：坑壁 緑：コア)
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